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2、光 活 性 化 に よ り蛍光標 識 した プ ラ ス ミ ドを，1司

様に卵巣癌株 に導人 し，FACS を用 い て そ の 細胞 の

自家蛍 光に 対す る 蛍 光強度 の 比を算出し，細 胞内
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肌群 と に 分け られ た 、高発現群 で は導入後 ・！時闘

よ り発現 し始 めたが ，低発現 群で は 8 時闇か ら発

現 した、 2冷 て の 細胞株 に おい て 導人後 2 時間 で

は，蛍 光標識プ ラ ス ミ ドを導入 した 牽ll胞 の蛍 光強

度比 は 0．97〜1．08とイ1意 な 差 を認 め な か っ た．しか

し な が ら ．　HRA は 4 ．　8 ，　12 時 間 で
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結論 1 発 現効率 と細胞内遺伝

i’　’ti／i／との 相関性が示された．導人 2 時問後 で は差

を認めない こ とか ら．遺伝 r の 導人 速度 に は差は

な く，そ の 後 の 代謝 活 性 に 細胞株間 で 差があ る こ

とが 示唆 され ，こ の 代謝の 制御 に よ り発現効 率が

高め られ る こ とが 期勧 さ れ る，

［目的 」散発 「生 ヒ皮性卵巣癌の発生 進 展 に P53

や K ．
ras の 異常が

一部で 指摘 され て い るが 分 子生

物学 的病 因 に つ い て は ほ と ん ど解明 さ れ て い な い 、．

最近 遺伝 性非ポ リ ポ　シ ス 大腸癌 の 発生 に DNA ミ

ス マ ッ チ修復 遺伝 子（MMRI の 異常が 関与 す る こ と

が 明 らか と な っ た 。 そ こ で 我々 は 上 皮性卵巣癌 を

対象に MMR の 異常 を遺伝 了
・
不安定性 〔rnicrosatet 取 e

instability： MI）か ら検討 した 。

［方法1 散発 1生上 皮性卵巣癌 78 例 （漿液 34 ．粘 液

29 ，明細胞 11 ，類 「勾膜 3，未分化 1 ）を対象 と し た 。

ホ ル マ リ ン 固定 パ ラ フ ィ ン 包埋 組織 よ り癌お よ び

正 常組織そ れぞれか らDNA を抽出 した 後，　MI を

510ciの microsatelaite 領域 〔TP53 ，D2Sl23 ，　D3

Sio29 ，　 D3S ユ611 ，Dl8S34 〕で PCR を行い 検討 し

た、、41 。 CT 以．ヒで PCR 　 pr。duetの 得 られ た 症例 を

infernnaLiveと し，11。 Ct．tS 以 上 で ex 仁raballd あ る い は

bandshift の 認 め ら れ た 症例 を MI 〔十 ｝と 定義 した 。

「成績 ］］．．78 例 中 infer］native 症 例は76 例 で あ っ

た 、， 変異 の み ら れた ［。cus に 有意 な偏 よ りは み ら れ

な か っ た c2 ，MI 〔十
・
〕症例は 全体 で 22 ％（17 ／76 ）で あ

っ た。7症例 で は 210Ci以 ヒで 変異が み られ た 。 3．

粘液性で は 38 ％〔11 〆29 ）が MIO ・1で ，漿液性 （】3％，

4f
’
32 ）や 明細 胞（9％，1／111 に 比べ て 有意 に 高率で あ

っ た（p 〈 0．05 ｝。 4，GL 症例で は131％〔1／／36）で ，G2

十 G3 症 例 （13 ％，5〆39）よ り高率で あ っ た〔p＜ O 、1）。

5 ．年令進 行期 で は有意差 は み られ な か っ た 、、6．Mr

け ｝と〔 ）の 症例 問に ，予後の 差 は み られなか っ た。

「結論］上 皮性 卵巣癌 で は M 王（＋ ）が 22 ％ を示 し，と

くに 粘液性腺癌 で 高率（38 殉 で あ っ た こ とか ら，そ

の 発 生 ・進 展 に 遺伝 子不 安 定性 が 関 与 して い る こ

と が示 唆 された。なお MI は予 後因 子とはな らな か

っ た，
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